
令和 5 年 8 月 28 日

部 課

１　評価対象施設の概要

令和 3 年 4 月 1 日

令和 13 年 3 月 31 日
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２　利用実績

３　事業収支

A

C

B

D

E

※人件費(D)及び再委託料(E)は主な支出内訳のため、DとEの合計額が指定事業費にはなりません。

４　利用者の意見把握状況

コロナ感染症の影響による出費の増大（主に人件費）や光熱費の異常な増加により、例年に比べて収支が大幅に悪化した

補足説明（必要に応じて記入）

利用者の意見把握の実施の有無 有 実施方法 利用者ｱﾝｹｰﾄ・ 意見箱の設置 ・ その他（　　　　　　　　）

D/B

実
施
結
果

対応実績等意見内容等

コロナ前のようにお花見に行きたい。

令和４年度に関しましては、（コロナ感染症に対する）社
会情勢も踏まえて御要望にお応えする事が出来ませんでし
たが、令和５年度以降につきましては、情勢の変化に応じ
てお花見などのイベントを取り入れるように努めます。

E/B

396,070

650,031,315

360,391,926

609,021,820

66,890,428

391,505,206

644,281,839

収入計 653,652,057

0.109821857

0.591755359

0.99446075

44,630,237

66,883,907

3,224,672

609,021,820

13,303,933

304,108

647,038,465

585,300,000

120,000

300,000

644,281,839

0.103821688

0.607661403

0.979401933

16,364,667

0.107637109

0.632154451

0.999322712

34,820,000

63,000,000

C/A

再委託費比率

事業報告（実績） （参考）前年度実績

人件費比率

利用料金比率

619,700,000

370,000,000

585,300,000

自主事業費

事業収支 A－B

支出計

指定事業費

うち再委託料

うち人件費

その他

自主事業収入

620,120,000

利用実績 対前年度比

９５．２人/日

３．１人/日

３５．８人/日

事業計画

ｺﾛﾅ感染症による利用控え等

ｺﾛﾅ感染症による利用控え等▲０．７人/日

▲０．１人/日６人/日

公募

人

人 ４０人/日

要介護者等について、日常生活の自立を支援し、又は居宅における生活への復帰を促進するた
め、介護保険法に規定する介護老人保健施設を設置する。

介護保険法に規程する、通所リハビリテーション、短期入所療養介護、介護保健施設サービス、
介護予防通所リハビリテーション、介護予防短期入所療養介護、訪問リハビリテーション

増減の理由等

ｺﾛﾅ感染症による利用控え等

年目年のうち指定期間

指定期間
終了日

開始日

評価実施年

利用料金制適用区分

利用区分等

設置目的

主な実施事業等

選定方法

指定管理者名 特定医療法人仁悠会

令和４年度　指定管理者導入施設　管理運営評価シート（標準例）

福祉政策福祉健康

施設名称

所在地

短時間通所リハビリテーション

通所リハビリテーション

単位 予定(計画・目標)

入所・短期

作成日：

担当課：

生駒市小瀬町３２４番地２

生駒市介護老人保健施設　やすらぎの杜　優楽

利用料金制

利用料金収入

指定管理料

660,646,506

９０人/日

▲５人/日

人

通常用



５　管理運営状況評価

市の評価

指定管理者による自己評価

市の評価

指定管理者による自己評価

経費の縮減等の効果（効率性）

感染防止対策のため、感染対策委員会を設置し、新型コロナウイルス感染症に特化した感染対策を強化徹底して
いる。また、事故の防止及び事故発生時の対応手順が実際に機能するようマニュアルを整備し危機管理を行って
いる。

安全管理、危機管理体制等（個人情報保護、事故発生時の対応、危機管理体制等）

市の評価

適正な施設の管理運営（適正性）

以前より継続して節水ﾊﾞﾙﾌﾞの取り付け等による経費の節減に努めています。ただ光熱費の異常高騰への対応につ
きましては、個々の施設では限界があります。

経費節減に努めていただいているが、光熱費の高騰には苦慮されている。

市民サービスの向上に向け通所リハビリテーションの充実を図るなど近隣の利用に配慮した取り組みを行ってい
る。また、市民に限定して施設入所者の方の室料を低減いただくなど市民サービスに配慮いただいている。

自主事業の取組（施設の有効活用による市民サービスの向上への効果等）

収入の増加（収入増加の具体的な取組、効果等）

コロナ禍にあっても、リハビリテーションの提供体制を強化し、収入増加につなげている。

コロナ感染症による利用控えなどがあるなかでも理学療法士などによるリハビリの提供体制を強化した結果、入
所の収入に関しては増加いたしました。

市の評価

利用者アンケート、食事嗜好調査を実施するとともに、施設内２箇所に意見箱を設置するなど、利用者の意見把
握に努めている。また、苦情等についても相談窓口を設置し、迅速丁寧に対応している。

経費の縮減等（経費縮減の具体的な取組、効果等）

指定管理者による自己評価

市の評価

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

引き続き年2回の利用者ｱﾝｹｰﾄ（本年度はコロナ感染によるクラスタ－発生のため１回）、食事嗜好調査の実施や
２箇所に意見箱を設置し、利用者の意見を汲み取り、結果の分析や評価を行い改善策を実施しています。また、
苦情等については、相談窓口を設置し、迅速な対応に努めています。

公設施設としての公共性、公平性の役割を十分に認識し、施設利用について平等に行われるよう、適正な管理・
運営に努めています。また、入退所の判定等、真に支援が必要とする高齢者とその家族に対して平等に行われる
よう、多職種によって構成される入所・継続判定委員会を組織し、公平さを高めるようにしています。

入退所の判定等については、判定委員会を組織し、公平で適切な運営がされている。

利用者の満足度（利用者の意見把握結果による満足度の状況、意見等に対する取組状況、苦情等に対する対応等）

市の評価

施設の管理運営の状況（適正な人員配置、従業員の能力・資質向上、広報活動、環境行動の取組状況、地域との連携等）

令和３年度と同様に、コロナ感染症の影響で、これまで開催していた「市民公開セミナー」「小学校からの社会
実習の受け入れ」「第三者評価の受審」等が滞っていますが、看護学校や介護の専門学校の実習生を受け入れた
り、優楽の活動内容を纏めた季刊誌を発行し配布するなどして、外部との接触を図ってサービスの質の向上等に
取組んでいます。

コロナ感染症の影響で、感染対策による制限がかかる中ではあるが、実習生の受け入れや優楽の季刊誌の発行な
ど、地域との連携を図っている。

これまでに通所リハビリテーションに高齢者向けのリハビリマシンを取り入れるなど、介護予防のため新たなプ
ログラムを導入し、多様な要望に応えるようにしました。
また、施設入所者の方の室料を、市民の方に限り、低減をさせていただいています。

指定管理者による自己評価

市の評価

昨年に引き続き、新型コロナウイルスの感染防止や施設内でクラスタ－が発生した時の対策のため、感染対策委
員会を中心に新型コロナウイルス感染症に特化した感染対策（マニュアル作成等）を徹底しています。また、事
故対策委員会を設置し、事故防止マニュアルの整備を行い、事故の発生防止及び事故発生時の対応手順等が実際
に機能するように努めています。

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

市の評価

これまでと同様に、個々の利用者の状態に応じた、多職種によるチームケアを行い、在宅復帰率５２．１％と非
常に高い実績を達成しました。今後も在宅強化型介護老人保健施設として、介護老人保健施設の重要な機能であ
る「在宅復帰施設」としての役割を果たし、地域の身近な存在として、高齢者福祉の発展に努めます。

新型コロナウィルス感染症の影響で、在宅復帰率は前年を下回るも、52.1％という高い実績を残し、超強化型介
護老人保健施設としての役割を果たしている。

施設の設置目的の達成（有効性）

施設の目的や特性等に合致した管理運営（事業計画に則った管理運営、施設の有効活用による設置目的の達成等）

市民の平等な利用の確保（平等な利用への配慮、公平で適切な利用者の決定等）



６　指定管理者の財務の状況

７　指定管理者の経営状況（財務・資産関係指標）

８　総合評価等（今後の業務改善に向けた考え方）

売上高

716,827,344957,426,472511,644,099経常利益

5,238,131,9485,132,169,0414,668,363,907

資産

資本金

純資産

固定負債

流動負債

負債

固定資産

流動資産

1,840,185,296

5,196,217,322

4,726,595,234

9,922,812,556

5,000,000

8,082,627,260

1,445,431,183

394,754,113

8,816,722,885

5,000,000

7,503,686,069

1,522,425,301

453,049,847

1,975,475,148

5,090,548,082

4,388,613,135

9,479,161,217

令和4年度令和3年度令和2年度

5,000,000

6,824,561,042

1,629,346,039

362,815,804

1,992,161,843

4,952,355,333

3,864,367,552

10.1%

54.1%

5.8%

52.9%

7.2%

52.8%

54.5%

1197.4%

81.5%79.2%77.4%

56.4%

968.7%1065.1%

58.6%

64.3%

　経常利益/資産×100

総資産経常利益率

　売上高/資産×100

総資産回転率

22.8%26.3%

72.6%

負債比率

67.8%
　固定資産/純資産×100

サービスの安定的な提供（安定性）

29.2%

　固定資産/(純資産＋固定負債)×100

固定長期適合率

　流動資産/流動負債×100

流動比率

　純資産/資産×100

自己資本比率

固定比率

 (流動負債＋固定負債 )/純資産×100

令和2年度 令和3年度 令和4年度

事業収支（自主事業を含む）の状況（事業収支の妥当性、安定的な事業継続等）

長引く新型コロナウイルスの影響による通所利用者の減少や光熱費の高騰で介護サービスにとって厳しい状況が続いていま
すが、利用者のニーズに応じたサービスの提供に継続して取り組んでいただき、今後も超在宅強化型老健施設であることを
強みとして、利用状況の向上、在宅復帰率の維持向上に向け、適切な運営に努めていただきたい。

令和４年度も新型コロナウイルスの影響による利用控え（特に通所リハビリテ-ション）等が生じたり、光熱費の高騰によ
る経費の大幅な増加にも関わらず、利用者へのサービスを低下させることなく運営する事が出来たと考えています。次年度
以降もコロナ感染症の影響や光熱費の増加等、運営を取り巻く環境は厳しいと想定されますが、サービスを低下させること
の無いように安定した運営を目指します。

指定管理者による自己評価

市の評価

コロナ感染症による利用者の減少や光熱費の異常な高騰等により厳しい事業運営となりました。次年度はコロナ
感染症禍が落ち着き利用者も戻ってくると予想されますが、引き続き光熱費の高騰が続くと想定されますので、
引き締めて適切な管理・運営に取り組んでいくように努めます

コロナ感染症の影響による通所利用者の減少や光熱費の高騰など厳しい状況の中、サービスを低下させることな
く利用者ニーズに適応した運営を行っている。

指定管理者による自己評価

市の評価


